
(57)【要約】

【課題】アーチリブ９の両端部の水平反力を極力小さく

しつつ、アーチ橋１の軽量化を促進する。

【解決手段】出入り口５ｇ，７ｇをそれぞれ有した一対

のアーチ支持部材５，７と、一方のアーチ支持部材５の

上部と他方のアーチ支持部材７の上部の間に架設された

アーチリブ９と、一部分がアーチリブ９の一端部に連結

されかつ端部が固定部５におけるアーチリブ９の他端側

に定着された第１タイ材２１と、一部分がアーチリブ９

の他端部に連結されかつ端部が固定部３におけるアーチ

リブ９の一端側に定着された第２タイ材２７とを具備し

たこと。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
固 定 部 に 水 平 な 橋 軸 方 向 へ 所 定 の 径 間 を も っ て 立 設 さ れ 、 歩 行 者 又 は 車 両 が 出 入 り 可 能 な
出 入 り 口 を そ れ ぞ れ 有 し た 一 対 の ア ー チ 支 持 部 材 と 、
一 方 の ア ー チ 支 持 部 材 の 上 部 と 他 方 の ア ー チ 支 持 部 材 の 上 部 の 間 に 架 設 さ れ 、 両 端 部 の う
ち 少 な く と も い ず れ か の 端 部 が 前 記 固 定 部 に 対 し て 前 記 橋 軸 方 向 へ 僅 か に 移 動 可 能 に 構 成
さ れ た ア ー チ リ ブ と 、
前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 に 吊 す よ う に 設 け ら れ た 橋 床 と 、
一 部 分 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 一 端 部 に 連 結 さ れ 、 端 部 が 前 記 固 定 部 に お け る 前 記 ア ー チ リ ブ
の 他 端 側 に 定 着 さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に 構 成
さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 一 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る こ と が 可 能 な 第 １ タ イ 材 と 、
一 部 分 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 に 連 結 さ れ 、 端 部 が 前 記 固 定 部 に お け る 前 記 ア ー チ リ ブ
の 一 端 側 に 定 着 さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に 構 成
さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る こ と が 可 能 な 第 ２ タ イ 材 と 、
を 具 備 し て な る こ と を 特 徴 と す る ア ー チ 橋 。
【 請 求 項 ２ 】
各 ア ー チ 支 持 部 材 は 略 逆 Ｖ 字 形 状 又 は 略 逆 Ｕ 字 形 状 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の ア ー チ 橋 。
【 請 求 項 ３ 】
固 定 部 に 所 定 の 径 間 を も っ て 架 設 さ れ 、 両 端 部 の う ち 少 な く と も い ず れ か の 端 部 が 前 記 固
定 部 に 対 し て 水 平 な フ レ ー ム 軸 方 向 へ 僅 か に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ ア ー チ リ ブ と 、
一 部 分 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 一 端 部 に 連 結 さ れ 、 端 部 が 前 記 固 定 部 に お け る 前 記 ア ー チ リ ブ
の 他 端 側 に 定 着 さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に 構 成
さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 一 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る こ と が 可 能 な 第 １ タ イ 材 と 、
一 部 分 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 に 連 結 さ れ 、 端 部 が 前 記 固 定 部 に お け る 前 記 ア ー チ リ ブ
の 一 端 側 に 定 着 さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に 構 成
さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る こ と が 可 能 な 第 ２ タ イ 材 と 、
を 具 備 し て な る こ と を 特 徴 と す る ア ー チ フ レ ー ム 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
固 定 部 に 所 定 の 径 間 を も っ て 立 設 さ れ た 一 対 の ア ー チ 支 持 部 材 と 、
一 方 の ア ー チ 支 持 部 材 の 上 部 と 他 方 の ア ー チ 支 持 部 材 の 上 部 の 間 に 架 設 さ れ 、 両 端 部 の う
ち 少 な く と も い ず れ か の 端 部 が 前 記 固 定 部 に 対 し て 水 平 な フ レ ー ム 軸 方 向 へ 僅 か に 移 動 可
能 に 構 成 さ れ た ア ー チ リ ブ と 、
一 部 分 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 一 端 部 に 連 結 さ れ 、 端 部 が 前 記 固 定 部 に お け る 前 記 ア ー チ リ ブ
の 他 端 側 に 定 着 さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に 構 成
さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 一 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る こ と が 可 能 な 第 １ タ イ 材 と 、
一 部 分 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 に 連 結 さ れ 、 端 部 が 前 記 固 定 部 に お け る 前 記 ア ー チ リ ブ
の 一 端 側 に 定 着 さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に 構 成
さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る こ と が 可 能 な 第 ２ タ イ 材 と 、
を 具 備 し て な る こ と を 特 徴 と す る ア ー チ フ レ ー ム 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ア ー チ 橋 、 及 び ア ー チ 橋 ， 一 般 建 築 物 等 に 用 い ら れ る ア ー チ フ レ ー ム 構 造 に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
現 在 使 用 さ れ て い る ア ー チ 橋 の 中 で 、 簡 易 な 基 礎 に よ っ て 架 設 が 可 能 な も の と し て タ イ ド
ア ー チ 橋 が あ り 、 こ の タ イ ド ア ー チ 橋 の 具 体 的 な 構 成 は 次 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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即 ち 、 地 盤 等 の 固 定 部 に は 一 対 の 第 １ 橋 台 （ 第 １ ア ー チ 支 持 部 材 ） が 水 平 な 橋 軸 方 向 へ 所
定 の 径 間 を も っ て 立 設 さ れ て お り 、 同 様 に 、 前 記 固 定 部 に は 一 対 の 第 ２ 橋 台 （ 第 ２ ア ー チ
支 持 部 材 ） が 前 記 橋 軸 方 向 へ 前 記 所 定 の 径 間 を も っ て 立 設 さ れ て い る 。 こ こ で 、 一 方 の 前
記 第 ２ 橋 台 は 一 方 の 前 記 第 １ 橋 台 に 対 し て 橋 幅 方 向 に 対 向 し て あ っ て 、 他 方 の 前 記 第 ２ 橋
台 は 他 方 の 前 記 第 １ 橋 台 に 前 記 橋 幅 方 向 に 対 向 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ し て 、 一 方 の 前 記 第 １ 橋 台 の 上 部 と 他 方 の 前 記 第 １ 橋 台 の 上 部 に は 第 １ ア ー チ リ ブ が 架
設 さ れ て お り 、 こ の 第 １ ア ー チ リ ブ の 両 端 部 の う ち 少 な く と も い ず れ か の 端 部 は 前 記 固 定
部 に 対 し て 前 記 橋 軸 方 向 へ 僅 か に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 第 １ ア ー チ リ ブ
の 両 端 部 の 間 に は 前 記 橋 軸 方 向 へ 延 び た 第 １ タ イ 材 が 介 在 さ れ て お り 、 こ の 第 １ タ イ 材 は
前 記 第 １ ア ー チ リ ブ の 両 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
同 様 に 、 一 方 の 前 記 第 ２ 橋 台 の 上 部 と 他 方 の 第 ２ 橋 台 の 上 部 に は 第 ２ ア ー チ リ ブ が 架 設 さ
れ て お り 、 こ の 第 ２ ア ー チ リ ブ の 両 端 部 の う ち 少 な く と も い ず れ か の 端 部 は 前 記 固 定 部 に
対 し て 前 記 橋 軸 方 向 へ 僅 か に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 第 ２ ア ー チ リ ブ の 両
端 部 の 間 に は 前 記 橋 軸 方 向 へ 延 び た 第 ２ タ イ 材 が 介 在 さ れ て お り 、 こ の 第 ２ タ イ 材 は 前 記
第 ２ ア ー チ リ ブ の 両 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
更 に 、 前 記 第 １ ア ー チ リ ブ と 前 記 第 ２ ア ー チ リ ブ の 間 に は 橋 床 が 複 数 の 吊 り 材 を 介 し て 吊
す る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 っ て 、 各 ア ー チ リ ブ （ 前 記 第 １ ア ー チ リ ブ 、 前 記 第 ２ ア ー チ リ ブ ） に 作 用 す る 鉛 直 荷 重
が 大 き く な る と 、 各 ア ー チ リ ブ の 両 端 部 は そ れ ぞ れ 前 記 橋 軸 方 向 へ 拡 が ろ う と す る 。 こ の
際 、 各 ア ー チ リ ブ の 両 端 部 の う ち 少 な く と も い ず れ か の 端 部 は 前 記 固 定 部 に 対 し て 前 記 橋
軸 方 向 へ 僅 か に 移 動 可 能 に そ れ ぞ れ 構 成 さ れ て あ る た め 、 各 タ イ 材 （ 前 記 第 １ タ イ 材 、 前
記 第 ２ タ イ 材 ） に よ っ て そ れ ぞ れ 各 ア ー チ リ ブ の 両 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る 。 こ れ に よ
り 、 各 ア ー チ リ ブ の 両 端 部 に 鉛 直 反 力 の み を 生 じ さ せ る こ と に な っ て 、 前 記 タ イ ド ア ー チ
橋 の 基 礎 の 簡 易 化 を 図 る こ と が で き る 。 な お 、 各 ア ー チ リ ブ に 作 用 す る 鉛 直 荷 重 に は 、 例
え ば 各 ア ー チ リ ブ の 自 重 、 前 記 橋 床 の 重 量 、 歩 行 者 又 は 車 両 の 重 量 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 前 記 第 １ ア ー チ リ ブ と 前 記 第 ２ ア ー チ リ ブ の 間 に 前 記 橋 床 が 吊 す よ う に 設 け ら れ て
あ っ て 、 前 記 第 １ タ イ 材 が 前 記 第 １ ア ー チ リ ブ の 両 端 部 の 間 に 介 在 さ れ か つ 前 記 第 ２ タ イ
材 が 前 記 第 ２ ア ー チ リ ブ の 両 端 部 に 介 在 さ れ て い る た め 、 歩 行 者 又 は 車 両 が 前 記 第 １ タ イ
材 及 び 前 記 第 ２ タ イ 材 と 干 渉 す る こ と な く 通 行 で き る 通 行 空 間 と し て 、 前 記 第 １ ア ー チ リ
ブ と 前 記 第 ２ ア ー チ リ ブ の 間 の 空 間 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
な お 、 本 発 明 に 関 連 す る 先 行 技 術 と し て 、 特 許 文 献 １ に 示 す も の が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ２ ０ １ ７ 号 公 報
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 前 述 の よ う に 、 前 記 タ イ ド ア ー チ 橋 に あ っ て は 、 各 ア ー チ リ ブ の 両 端 部 に 鉛 直
反 力 の み が 生 じ る よ う に す る こ と が で き る も の の 、 前 記 第 １ ア ー チ リ ブ と 前 記 第 ２ ア ー チ
リ ブ の 間 の 空 間 を 前 記 通 行 空 間 と し て 用 い て い る よ う に な っ て い る た め 、 前 記 タ イ ド ア ー
チ 橋 を 橋 と し て 機 能 さ せ る の に は ２ 本 の ア ー チ リ ブ （ 前 記 第 １ ア ー チ リ ブ と 前 記 第 ２ ア ー
チ リ ブ ） を 必 要 と し 、 前 記 タ イ ド ア ー チ リ ブ の 軽 量 化 が 容 易 で な い 。 そ の た め 、 前 記 タ イ
ド ア ー チ 橋 の 橋 軸 方 向 の 長 さ が 増 大 し た 場 合 に あ っ て は 、 前 記 タ イ ド ア ー チ 橋 の 重 量 が 過
大 に な っ て 、 前 記 タ イ ド ア ー チ 橋 の 基 礎 が 大 掛 か り な も の に な る と 共 に 、 基 礎 工 事 も 含 め
て 前 記 タ イ ド ア ー チ 橋 の 架 設 工 事 の 長 期 化 及 び 高 コ ス ト 化 を 招 く と い う 問 題 が あ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 ア ー チ リ ブ の 両 端 部 に 鉛 直 反 力 の み を 生 じ さ せ つ つ 、 軽 量 化 を 促 進 で
き る 構 成 を 具 備 し た ア ー チ 橋 、 及 び こ の ア ー チ 橋 と 共 通 の 主 要 部 を 有 す る ア ー チ フ レ ー ム
構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 固 定 部 に 水 平 な 橋 軸 方 向 へ 所 定 の 径 間 を も っ て 立 設 さ
れ 、 歩 行 者 又 は 車 両 が 出 入 り 可 能 な 出 入 り 口 を そ れ ぞ れ 有 し た 一 対 の ア ー チ 支 持 部 材 と 、
一 方 の ア ー チ 支 持 部 材 の 上 部 と 他 方 の ア ー チ 支 持 部 材 の 上 部 の 間 に 架 設 さ れ 、 両 端 部 の う
ち 少 な く と も い ず れ か の 端 部 が 前 記 固 定 部 に 対 し て 前 記 橋 軸 方 向 へ 僅 か に 移 動 可 能 に 構 成
さ れ た ア ー チ リ ブ と 、
前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 に 吊 す よ う に 設 け ら れ 、 歩 行 者 又 は 車 両 が 通 行 可 能 な 橋 床 と 、
一 部 分 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 一 端 部 に 連 結 さ れ 、 端 部 が 前 記 固 定 部 に お け る 前 記 ア ー チ リ ブ
の 他 端 側 に 定 着 さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に 構 成
さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 一 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る こ と が 可 能 な 第 １ タ イ 材 と 、
一 部 分 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 に 連 結 さ れ 、 端 部 が 前 記 固 定 部 に お け る 前 記 ア ー チ リ ブ
の 一 端 側 に 定 着 さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に 構 成
さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る こ と が 可 能 な 第 ２ タ イ 材 と 、
を 具 備 し て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ こ で 、 「 前 記 い ず れ か の 端 部 が 前 記 固 定 部 に 対 し て 前 記 橋 軸 方 向 へ 僅 か に 移 動 」 と は 、
前 記 い ず れ か の 端 部 が 前 記 ア ー チ 支 持 部 材 の 上 部 に 対 し て 前 記 橋 軸 方 向 へ 僅 か に 移 動 す る
こ と に よ っ て 前 記 固 定 部 に 対 し て 僅 か に 前 記 橋 軸 方 向 へ 移 動 す る 他 に 、 前 記 ア ー チ 支 持 部
材 の 上 部 が 前 記 固 定 部 に 対 し て 前 記 橋 軸 方 向 へ 僅 か に 傾 動 す る こ と に よ っ て 前 記 い ず れ か
の 端 部 が 前 記 固 定 部 に 対 し て 前 記 橋 軸 方 向 へ 僅 か に 移 動 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 特 定 事 項 に よ る と 、 前 記 ア ー チ リ ブ に 作 用 す る 鉛 直 荷 重 が 大 き く な
る と 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 両 端 部 は 前 記 橋 軸 方 向 へ 拡 が ろ う と す る 。 こ の 際 、 前 記 ア ー チ リ
ブ の 両 端 部 の う ち 少 な く と も い ず れ か の 端 部 は 前 記 固 定 部 に 対 し て 前 記 橋 軸 方 向 へ 僅 か に
移 動 可 能 に 構 成 さ れ て あ る た め 、 前 記 第 １ タ イ 材 に よ っ て 前 記 ア ー チ リ ブ の 一 端 部 か ら の
水 平 力 を 受 け る と 共 に 、 前 記 第 ２ タ イ 材 に よ っ て 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 か ら の 水 平 力 を
受 け る 。 こ れ に よ り 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 両 端 部 に 鉛 直 反 力 の み を 生 じ さ せ る こ と が で き る
。 な お 、 前 記 ア ー チ リ ブ に 作 用 す る 鉛 直 荷 重 に は 、 例 え ば 前 記 ア ー チ リ ブ の 自 重 、 前 記 橋
床 の 重 量 、 歩 行 者 又 は 車 両 の 重 量 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 に 前 記 橋 床 が 吊 す よ う に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ タ イ 材 及 び 前 記
第 ２ タ イ 材 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に そ れ ぞ れ 構 成
さ れ て い る た め 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 を 歩 行 者 又 は 車 両 が 前 記 第 １ タ イ 材 及 び 前 記 第 ２
タ イ 材 と 干 渉 す る こ と な く 通 行 で き る 通 行 空 間 と し て 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 を 用
い る こ と が で き る 。 そ の た め 、 前 記 ア ー チ 橋 を 橋 と し て 機 能 さ せ る の に は １ 本 の 前 記 ア ー
チ リ ブ を 具 備 す れ ば 足 り 、 前 記 ア ー チ 橋 の 軽 量 化 を 促 進 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 特 定 事 項 の 他 に 、 各 ア ー チ 支 持
部 材 は 略 逆 Ｖ 字 形 状 又 は 略 逆 Ｕ 字 形 状 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 各 ア ー チ 支 持 部 材 は １ つ の 部 材 で 構 成 さ れ て も 、 或 い は 複 数 の 部 材 で 構 成 さ れ て も
差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 特 定 事 項 に よ る と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 特 定 事 項 に よ る 作 用 と 同
様 の 作 用 を 奏 す る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 固 定 部 に 所 定 の 径 間 を も っ て 架 設 さ れ 、 両 端 部 の う ち
少 な く と も い ず れ か の 端 部 が 前 記 固 定 部 に 対 し て 水 平 な フ レ ー ム 軸 方 向 へ 僅 か に 移 動 可 能
に 構 成 さ れ ア ー チ リ ブ と 、
一 部 分 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 一 端 部 に 連 結 さ れ 、 端 部 が 前 記 固 定 部 に お け る 前 記 ア ー チ リ ブ
の 他 端 側 に 定 着 さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に 構 成
さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 一 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る こ と が 可 能 な 第 １ タ イ 材 と 、
一 部 分 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 に 連 結 さ れ 、 端 部 が 前 記 固 定 部 に お け る 前 記 ア ー チ リ ブ
の 一 端 側 に 定 着 さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に 構 成
さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る こ と が 可 能 な 第 ２ タ イ 材 と 、
を 具 備 し て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 特 定 事 項 に よ る と 、 前 記 ア ー チ リ ブ に 作 用 す る 鉛 直 荷 重 が 大 き く な
る と 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 両 端 部 は 前 記 フ レ ー ム 軸 方 向 へ 拡 が ろ う と す る 。 こ の 際 、 前 記 ア
ー チ リ ブ の 両 端 部 の う ち 少 な く と も い ず れ か の 端 部 は 前 記 固 定 部 に 対 し て 前 記 フ レ ー ム 軸
方 向 へ 僅 か に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ て あ る た め 、 前 記 第 １ タ イ 材 に よ っ て 前 記 ア ー チ リ ブ の
一 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る と 共 に 、 前 記 第 ２ タ イ 材 に よ っ て 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 か
ら の 水 平 力 を 受 け る 。 こ れ に よ り 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 両 端 部 に 鉛 直 反 力 の み を 生 じ さ せ る
こ と が で き る 。 な お 、 前 記 ア ー チ リ ブ に 作 用 す る 鉛 直 荷 重 に は 、 例 え ば 前 記 ア ー チ リ ブ の
自 重 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 前 記 第 １ タ イ 材 及 び 前 記 第 ２ タ イ 材 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間
に 位 置 す る よ う に そ れ ぞ れ 構 成 さ れ て い る た め 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 を 前 記 第 １ タ イ 材
及 び 前 記 第 ２ タ イ 材 と 干 渉 す る こ と な く 有 効 利 用 で き る 有 効 利 用 空 間 と し て 、 前 記 ア ー チ
リ ブ の 直 下 の 空 間 を 用 い る こ と が で き る 。 そ の た め 、 前 記 ア ー チ フ レ ー ム 構 造 を 有 効 利 用
す る に は １ 本 の 前 記 ア ー チ リ ブ を 具 備 す れ ば 足 り 、 前 記 ア ー チ フ レ ー ム 構 造 の 軽 量 化 を 促
進 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 固 定 部 に 水 平 な フ レ ー ム 軸 方 向 へ 所 定 の 径 間 を も っ て
立 設 さ れ た 一 対 の ア ー チ 支 持 部 材 と 、
一 方 の ア ー チ 支 持 部 材 の 上 部 と 他 方 の ア ー チ 支 持 部 材 の 上 部 の 間 に 架 設 さ れ 、 両 端 部 の う
ち 少 な く と も い ず れ か の 端 部 が 前 記 固 定 部 に 対 し て 前 記 フ レ ー ム 軸 方 向 へ 僅 か に 移 動 可 能
に 構 成 さ れ た ア ー チ リ ブ と 、
一 部 分 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 一 端 部 に 連 結 さ れ 、 端 部 が 前 記 固 定 部 に お け る 前 記 ア ー チ リ ブ
の 他 端 側 に 定 着 さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に 構 成
さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 一 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る こ と が 可 能 な 第 １ タ イ 材 と 、
一 部 分 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 に 連 結 さ れ 、 端 部 が 前 記 固 定 部 に お け る 前 記 ア ー チ リ ブ
の 一 端 側 に 定 着 さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に 構 成
さ れ 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る こ と が 可 能 な 第 ２ タ イ 材 と 、
を 具 備 し て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ こ で 、 「 前 記 い ず れ か の 端 部 が 前 記 固 定 部 に 対 し て 水 平 方 向 へ 僅 か に 移 動 」 と は 、 前 記
い ず れ か の 端 部 が 前 記 ア ー チ 支 持 部 材 の 上 部 に 対 し て 前 記 フ レ ー ム 軸 方 向 へ 僅 か に 移 動 す
る こ と に よ っ て 前 記 固 定 部 に 対 し て 僅 か に 前 記 フ レ ー ム 軸 方 向 へ 移 動 す る 他 に 、 前 記 ア ー
チ 支 持 部 材 の 上 部 が 前 記 固 定 部 に 対 し て 前 記 フ レ ー ム 軸 方 向 へ 僅 か に 傾 動 す る こ と に よ っ
て 前 記 い ず れ か の 端 部 が 前 記 固 定 部 に 対 し て 前 記 フ レ ー ム 軸 方 向 へ 僅 か に 移 動 す る こ と を
含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 特 定 事 項 に よ る と 、 前 記 ア ー チ リ ブ に 作 用 す る 鉛 直 荷 重 が 大 き く な
る と 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 両 端 部 は 前 記 フ レ ー ム 軸 方 向 へ 拡 が ろ う と す る 。 こ の 際 、 前 記 ア
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ー チ リ ブ の 両 端 部 の う ち 少 な く と も い ず れ か の 端 部 は 前 記 固 定 部 に 対 し て 前 記 フ レ ー ム 軸
方 向 へ 僅 か に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ て あ る た め 、 前 記 第 １ タ イ 材 に よ っ て 前 記 ア ー チ リ ブ の
一 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る と 共 に 、 前 記 第 ２ タ イ 材 に よ っ て 前 記 ア ー チ リ ブ の 他 端 部 か
ら の 水 平 力 を 受 け る 。 こ れ に よ り 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 両 端 部 に 鉛 直 反 力 の み を 生 じ さ せ る
こ と が で き る 。 な お 、 前 記 ア ー チ リ ブ に 作 用 す る 鉛 直 荷 重 に は 、 例 え ば 前 記 ア ー チ リ ブ の
自 重 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 前 記 第 １ タ イ 材 及 び 前 記 第 ２ タ イ 材 が 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間
に 位 置 す る よ う に そ れ ぞ れ 構 成 さ れ て い る た め 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 直 下 を 前 記 第 １ タ イ 材
及 び 前 記 第 ２ タ イ 材 と 干 渉 す る こ と な く 有 効 利 用 で き る 有 効 利 用 空 間 と し て 、 前 記 ア ー チ
リ ブ の 直 下 の 空 間 を 用 い る こ と が で き る 。 そ の た め 、 前 記 ア ー チ フ レ ー ム 構 造 を 有 効 利 用
す る に は １ 本 の 前 記 ア ー チ リ ブ を 具 備 す れ ば 足 り 、 前 記 ア ー チ フ レ ー ム 構 造 の 軽 量 化 を 促
進 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ か ら 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 わ る ア ー チ 橋 の 側 面 図 で あ っ て 、 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施
の 形 態 に 係 わ る ア ー チ 橋 の 平 面 図 で あ っ て 、 図 ３ は 、 図 １ に お け る Ｉ － Ｉ 線 に 沿 っ た 図 で
あ っ て 、 図 ４ は 、 図 １ に お け る Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ こ で 、 「 前 後 」 と は 、 図 １ 及 び 図 ２ に お い て 左 右 ， 図 ３ 及 び 図 ４ に お い て 紙 面 に 向 か っ
て 表 裏 の こ と で あ っ て 、 「 左 右 」 と は 、 図 １ に お い て 紙 面 に 向 か っ て 裏 表 ， 図 ２ に お い て
上 下 ， 図 ３ 及 び 図 ４ に お い て 左 右 の こ と で あ っ て 、 「 上 下 」 と は 、 図 １ ， 図 ３ ， 図 ４ に お
い て 上 下 ， 図 ２ に お い て 紙 面 に 向 か っ て 表 裏 の こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 わ る ア ー チ 橋 １ は 、 地 盤 等 の 固 定 部 ３ に お け る フ ロ ン ト 地 点 ３ ａ
と リ ア 地 点 ３ ｂ の 間 で 歩 行 者 又 は 車 両 が 通 行 す る た め の 構 築 物 で あ っ て 、 ア ー チ 橋 １ の 具
体 的 な 構 成 は 、 以 下 の よ う な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
即 ち 、 固 定 部 ３ に お け る フ ロ ン ト 地 点 ３ ａ 及 び リ ア 地 点 ３ ｂ に は 一 対 の ア ー チ 支 持 部 材 （
支 柱 ） ５ ， ７ が 基 礎 Ｆ を 介 し て そ れ ぞ れ 立 設 さ れ て お り 、 一 対 の ア ー チ 支 持 部 材 ５ ， ７ は
水 平 な 橋 軸 方 向 （ 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に あ っ て は 前 後 方 向 ） に 所 定 の 径 間 を も っ て 離 隔 し
て あ る 。 ま た 、 各 ア ー チ 支 持 部 材 ５ （ ７ ） は 歩 行 者 又 は 車 両 が 出 入 り 可 能 な 出 入 り 口 ５ ｇ
（ ７ ｇ ） を そ れ ぞ れ 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
一 方 の （ 前 寄 り の ） ア ー チ 支 持 部 材 ５ の 上 部 と 他 方 の （ 後 寄 り の ） ア ー チ 支 持 部 材 ７ の 上
部 に は ア ー チ リ ブ ９ が 架 設 さ れ て お り 、 ア ー チ リ ブ ９ の 前 端 部 は フ ロ ン ト ゴ ム 支 承 １ １ を
介 し て 一 方 の ア ー チ 支 持 部 材 ５ の 上 部 、 換 言 す れ ば 固 定 部 ３ に 対 し て 前 後 方 向 へ 僅 か に 移
動 可 能 に 構 成 さ れ て あ っ て 、 同 様 に 、 ア ー チ リ ブ ９ の 他 端 部 は リ ア ゴ ム 支 承 １ ３ を 介 し て
他 方 の ア ー チ 支 持 部 材 ７ の 上 部 、 換 言 す れ ば 固 定 部 ３ に 対 し て 前 後 方 向 へ 僅 か に 移 動 可 能
に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 ア ー チ リ ブ ９ の 両 端 部 は 、 ゴ ム 支 承 １ １ ， １ ３ を 介 し て 前 後 方
向 へ 僅 か に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ る 代 わ り に 、 一 対 の ア ー チ 支 持 部 材 ５ ， ７ の 前 後 方 向 へ 僅
か な 傾 動 に よ っ て 固 定 部 ３ に 対 し て 前 後 方 向 へ 僅 か に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ る よ う に し て も
よ く 、 ま た 、 ア ー チ リ ブ ９ の 両 端 部 （ 前 端 部 及 び 後 端 部 ） の 代 わ り に ア ー チ リ ブ ９ の い ず
れ か の 端 部 （ 前 端 部 或 い は 後 端 部 ） が 固 定 部 ３ に 対 し て 前 後 方 向 へ 僅 か に 移 動 可 能 に 構 成
さ れ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ア ー チ リ ブ ９ の 直 下 に は 橋 床 １ ５ が 金 属 製 の 複 数 の 吊 り 材 １ ７ に よ っ て 吊 す よ う に 設 け ら
れ て い る 。 な お 、 吊 り 材 １ ７ は 、 略 逆 Ｖ 字 形 状 に 構 成 さ れ て あ る が 、 略 Ｕ 字 形 状 に 構 成 さ
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れ て も よ く 、 ま た 、 金 属 製 の 吊 り 材 １ ７ を 用 い る 代 わ り に 、 ロ ー プ 又 は ケ ー ブ ル か ら な る
吊 り 材 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ア ー チ リ ブ ９ の 前 端 部 に は 回 転 自 在 な フ ロ ン ト 滑 車 １ ９ が 備 え ら れ 、 こ の フ ロ ン ト 滑 車 １
９ に は ケ ー ブ ル か ら な る 第 １ タ イ 材 ２ １ の 中 間 部 分 が 掛 け 回 さ れ て あ っ て 、 第 １ タ イ 材 ２
１ の 両 端 部 は そ れ ぞ れ 第 １ ア ン カ ー レ ッ ジ ２ ３ を 介 し て 固 定 部 ３ に お け る ア ー チ リ ブ ９ の
後 端 側 に 定 着 さ れ て い る 。 こ こ で 、 第 １ タ イ 材 ２ １ は 、 ア ー チ リ ブ ９ の 前 端 部 か ら 水 平 力
を 受 け る こ と が 可 能 で あ っ て 、 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ア ー チ リ ブ ９ の 直 下 の 空 間 か
ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 １ 本 の 第 １ タ イ 材 ２ １ の 中 間 部 分
を フ ロ ン ト 滑 車 １ ９ に 掛 け 回 す こ と に よ っ て １ 本 の 第 １ タ イ 材 ２ １ の 中 間 部 分 と ア ー チ リ
ブ ９ の 前 端 部 が 連 結 さ れ る よ う に す る 代 わ り に 、 複 数 の 第 １ タ イ 材 の 一 端 部 を ア ー チ リ ブ
９ の 前 端 部 に 直 接 連 結 さ れ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
同 様 に 、 ア ー チ リ ブ ９ の 後 端 部 に は 回 転 自 在 な リ ア 滑 車 ２ ５ が 備 え ら れ 、 こ の リ ア 滑 車 ２
５ に は ケ ー ブ ル か ら な る 第 ２ タ イ 材 ２ ７ の 中 間 部 分 が 掛 け 回 さ れ て あ っ て 、 第 ２ タ イ 材 ２
５ の 両 端 部 は そ れ ぞ れ 第 ２ ア ン カ ー レ ッ ジ ２ ９ を 介 し て 固 定 部 ３ に お け る ア ー チ リ ブ ９ の
前 端 側 に 定 着 さ れ て い る 。 こ こ で 、 第 ２ タ イ 材 ２ ７ は 、 ア ー チ リ ブ ９ の 後 端 部 か ら 水 平 力
を 受 け る こ と が 可 能 で あ っ て 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ア ー チ リ ブ ９ の 直 下 の 空 間 か ら 外
れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 １ 本 の 第 ２ タ イ 材 ２ ７ の 中 間 部 分 を リ
ア 滑 車 ２ ５ に 掛 け 回 す こ と に よ っ て １ 本 の 第 ２ タ イ 材 ２ ７ の 中 間 部 分 と ア ー チ リ ブ ９ の 後
端 部 が 連 結 さ れ る よ う に す る 代 わ り に 、 複 数 の 第 ２ タ イ 材 ２ ７ の 一 端 部 を ア ー チ リ ブ ９ の
後 端 部 に 直 接 連 結 さ れ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
更 に 、 各 吊 り 材 １ ７ の 左 部 及 び 右 部 に は そ れ ぞ れ 第 １ タ イ 材 ２ １ 及 び 第 ２ タ イ 材 ２ ７ が 貫
通 可 能 な 複 数 の 貫 通 孔 ３ １ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 第 １ タ イ 材 ２ １ 及 び 第 ２ タ イ 材 ２ ７
が 吊 り 材 １ ７ と 干 渉 し な い よ う に 構 成 さ れ た 場 合 に は 、 吊 り 材 １ ７ に 貫 通 孔 ３ １ が 形 成 さ
れ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
前 述 の 構 成 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ア ー チ リ ブ ９ に 作 用 す る 鉛 直 荷 重 が 大 き く な る と 、 ア ー チ リ ブ ９ の 両 端 部 は 前 後 方 向 へ 拡
が ろ う と す る 。 こ の 際 、 ア ー チ リ ブ ９ の 両 端 部 は 固 定 部 ３ に 対 し て 前 後 方 向 へ 僅 か に 移 動
可 能 に 構 成 さ れ て あ る た め 、 第 １ タ イ 材 ２ １ に よ っ て ア ー チ リ ブ ９ の 前 端 部 か ら の 水 平 力
を 受 け る と 共 に 、 第 ２ タ イ 材 ２ ５ に よ っ て ア ー チ リ ブ ９ の 後 端 部 か ら の 水 平 力 を 受 け る 。
こ れ に よ り 、 ア ー チ リ ブ ９ の 両 端 部 に 鉛 直 反 力 の み を 生 じ さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 ア
ー チ リ ブ ９ に 作 用 す る 鉛 直 荷 重 に は 、 例 え ば ア ー チ リ ブ ９ の 自 重 、 橋 床 １ ５ の 重 量 、 歩 行
者 又 は 車 両 の 重 量 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 ア ー チ リ ブ ９ の 直 下 に 橋 床 １ ５ が 吊 す よ う に 設 け ら れ 、 第 １ タ イ 材 ２ １ 及 び 第 ２ タ
イ 材 ２ ７ が ア ー チ リ ブ ９ の 直 下 の 空 間 か ら 外 れ た 空 間 に 位 置 す る よ う に そ れ ぞ れ 構 成 さ れ
て い る た め 、 ア ー チ リ ブ ９ の 直 下 を 歩 行 者 又 は 車 両 が 第 １ タ イ 材 ２ １ 及 び 第 ２ タ イ 材 ２ ７
と 干 渉 す る こ と な く 通 行 で き る 通 行 空 間 と し て 、 ア ー チ リ ブ ９ の 直 下 の 空 間 を 用 い る こ と
が で き る 。 そ の た め 、 ア ー チ 橋 １ を 橋 と し て 機 能 さ せ る の に は １ 本 の ア ー チ リ ブ ９ を 具 備
す れ ば 足 り 、 ア ー チ 橋 １ の 軽 量 化 を 促 進 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
以 上 の 如 き 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ア ー チ リ ブ ９ の 両 端 部 に 鉛 直 反 力 の み を 生 じ
さ せ つ つ 、 ア ー チ 橋 １ の 軽 量 化 を 促 進 で き る た め 、 ア ー チ 橋 １ の 前 後 方 向 （ 前 記 橋 軸 方 向
） の 長 さ が 増 大 し た 場 合 で も 、 ア ー チ 橋 １ の 基 礎 Ｆ の 簡 易 化 を 図 る こ と が で き る 共 に 、 基
礎 工 事 を 含 め て ア ー チ 橋 １ の 架 設 工 事 の 長 期 化 及 び 高 コ ス ト 化 を 十 分 に 抑 制 す る こ と が で
き る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
本 発 明 は 、 前 述 の 発 明 の 実 施 の 形 態 に 限 る も の で は な く 、 次 の よ う に 種 々 の 態 様 で 実 施 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
即 ち 、 ア ー チ 橋 １ の 全 て の 構 成 要 素 う ち 、 一 対 の ア ー チ 支 持 部 材 ５ ， ７ と 、 ア ー チ リ ブ ９
と 、 フ ロ ン ト ゴ ム 支 承 １ １ と 、 リ ア ゴ ム 支 承 １ ３ と 、 フ ロ ン ト 滑 車 １ ９ と 、 第 １ タ イ 材 ２
１ と 、 第 １ ア ン カ ー レ ッ ジ ２ ３ と 、 リ ア 滑 車 ２ ５ と 、 第 ２ タ イ 材 ２ ７ と 、 第 ２ ア ン カ ー レ
ッ ジ ２ ９ と を 具 備 す る こ と に よ っ て ア ー チ フ レ ー ム 構 造 を 構 成 し 、 こ の ア ー チ フ レ ー ム 構
造 を ア ー チ 橋 １ 以 外 に 例 え ば 屋 根 等 の 一 般 建 築 物 に 適 用 す る こ と に よ り 、 前 述 の 作 用 効 果
と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る こ と が 可 能 で あ る 。 更 に 、 前 記 ア ー チ フ レ ー ム 構 造 か ら 一 対 の
ア ー チ 支 持 部 材 ５ ， ７ を 省 略 し て も 差 し 支 え な い 。 な お 、 前 記 ア ー チ フ レ ー ム 構 造 の フ レ
ー ム 軸 方 向 は 、 ア ー チ 橋 １ の 前 記 橋 軸 方 向 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 両 端 部 に 鉛 直 反 力 の み を
生 じ さ せ つ つ 、 前 記 ア ー チ 橋 の 軽 量 化 を 促 進 で き る た め 、 前 記 ア ー チ 橋 の 前 記 橋 軸 方 向 の
長 さ の 増 大 し た 場 合 で も 、 前 記 ア ー チ 橋 の 基 礎 の 簡 易 化 を 図 る こ と が で き る 共 に 、 基 礎 工
事 を 含 め て 前 記 ア ー チ 橋 の 架 設 工 事 の 長 期 化 及 び 高 コ ス ト 化 を 十 分 に 抑 制 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
請 求 項 ３ 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ア ー チ リ ブ の 両 端 部 に 鉛 直 反 力 の み を
生 じ さ せ つ つ 、 前 記 ア ー チ フ レ ー ム 構 造 の 軽 量 化 を 促 進 で き る た め 、 前 記 ア ー チ フ レ ー ム
構 造 の 長 さ が 増 大 し た 場 合 で も 、 前 記 ア ー チ フ レ ー ム 構 造 の 土 台 （ 基 礎 を 含 む ） の 簡 易 化
を 図 る こ と が で き る 共 に 、 土 台 工 事 を 含 め て 前 記 ア ー チ フ レ ー ム 構 造 の 架 設 工 事 の 長 期 化
及 び 高 コ ス ト 化 を 十 分 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 わ る ア ー チ 橋 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 わ る ア ー チ 橋 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に お け る Ｉ － Ｉ 線 に 沿 っ た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に お け る Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 ア ー チ 橋
３ 　 　 　 固 定 部
５ 　 　 　 ア ー チ 支 持 部 材
７ 　 　 　 ア ー チ 支 持 部 材
９ 　 　 　 ア ー チ リ ブ
１ ５ 　 　 　 橋 床
２ １ 　 　 　 第 １ タ イ 材
２ ５ 　 　 　 第 ２ タ イ 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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